




「言語」であり，考えを相手に伝えるコミュニケーションのツールであることは，これまで行ってき

た「言語活動」や「思考力」をテーマにした研究実践でも明らかである。そうした背景を踏まえ，美

術科では，本校の研究で焦点を当てることになった①から④の四つの力のうち，「④コミュニケーシ

ヨンを行う力」一自分の気持ちや考えを人に伝える」を主たる課題として取り上げ，本年度の実践を

行うことにした。

（2）深い学びの過程について

今回美術科では教科の思考力を，「学習活動の中で生じたり設定されたりする課題を，さまざまな思

考の方法を用いて考える力」と捉えた。美術科の表現活動は，発想・構想した制作の意図やテーマ，

イメージをよりよく実現するためにどうすればよいかという課題を見いだし，その課題の解決のため

に知識・技能を活用し，感性を働かせて創意・工夫をする繰り返しである。その活動は，美術科にお

ける思考力（判断力）の育成の場面である。

ここでいう感性については，学習指導要領にもその育成が明確に示されている「教科の目標」の一

つである。これまでの研究実践で，イメージを受け取る「感じ取る感性」と，制作の意図やテーマ，

イメージを可視化する「表現する感性」の二つの場面を想定しており，その二つの場面を意識した学

習活動を行うことで，より「思考の深化」が行われることが，推察されている（図2)。能力・態度の

育成における「深い学び」については，この「思考の深化」のプロセスが活かせると考えた。
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図2伝え合う「言語活動」の基本形（2011西澤）
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